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研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：政治学・政治学 

キーワード：市民、国民、市民社会、ナショナリズム、グローバリズム、シティズンシッ
プ、政治主体、政治学             
１．研究計画の概要 
２０世紀末、冷戦後の世界において、多く

の人びとが感じている世界秩序の安定感の
喪失は、我々の政治理論・社会理論が動揺す
る世界秩序を把握する言葉や構想を持ちえ
ていないことに対応している。本研究の全体
的構想は、近代政治理論において継承された
政治主体の基本用語の可能性と限界を追求
し、我々の状況を把握し切り開く新しい言葉
を構築することを目的としている。 
具体的には、第一に、「人間、国民、市民」

（ヒューマニティ、ナショナリティ、シティ
ズンシップ）という基幹的主体用語を中心に、
これらの主体用語を、「市民社会、ナショナ
リズム、グローバリズム」という三つの政治
思想との関連において取り上げる。第二に、
政治理論のレリヴァンスに注意を払い、理論
的革新とともに、今を生きる人びとの苦しみ
や惑いに答える政治理論の可能性を探求す
る。従来の理論の弥縫策的対応ではなく、新
しい言葉とそのための理論的展望が必要で
ある。 
このために、13人の中堅・若手の政治（理

論）研究者が、意識的に新しい理論構築に焦
点を当て集中的に基本概念の検討を行い、そ
の成果として政治理論叢書を刊行・完結させ、
日本の学界では少ない批評・反論を含めた対
論形式を含む著作を刊行する。また、日本政
治学会、及び世界政治学会でのセッション形
成、国際会議およびシンポジウムを行なう。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）現時点までに、毎年ほぼ２回、３年間
で合計５回のインテンシブな研究合宿とそ
の他の打ち合わせ会議を開催し、多彩なゲス

ト・スピーカーを招聘し、共同研究を進捗さ
せてきた。 
共同研究者の研究上の問題関心は、エコロ

ジーの政治学やアリストテレス政治学、さら
に古代市民論や世界連邦論に至るまで広範
囲にわたっており相互の問題関心の交流と、
それにもとづく活発な議論が行われてきた。 
ゲストとしては、これまでに、大澤真幸、

岡部一明、大竹弘二、立岩真也、遠藤比呂
通の各氏を招聘した。これらのゲスト、及
び共同研究者の研究報告も、ナショナリズ
ムの主体、主体としての市民と非市民、平
和構築（戦争）の主体など、それぞれの年
度に一定の重点を置きつつ、研究がおこな
われてきた。 
（２）合宿に合わせて、釜ケ崎及び浜松での
現地ツアーも行い、政治思想・理論研究の営
みに対する実践的問題関心の刺激の機会も
設けた（現地弁護士をゲストとして招聘も行
う）。 
（３）この過程において、下記のように、研
究成果が順次公表・出版されてきており、研
究成果の創出・発表状況としては、妥当な進
展状況であるということができる。なお、当
初より最終年度での著作発行を予定してお
り、その点の準備が進行している、というこ
とができる。 
（４）学会関係では、日本政治学会でのセッ
ション形成を行った。世界政治学会でのセッ
ションについては、果たせていない。ただし、
共同研究者による国際学会での発表は行わ
れており、研究成果は国際的にも発表されて
いる。 
 
３．現在までの達成度 
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②おおむね順調に進展している。 
 

 全体としての共同研究は、非常に活発に行
われており、かつ研究成果も順調に発表され
ており、その点ではおおむね順調であると言
える。 
 ただし、第一に、当初予定の「政治理論叢
書を刊行・完結」の進展を図るという点にお
いて、発表状況が不十分であり、この点で「お
おむね」順調、という達成度の評価を行って
いる。また、第二に、東北大震災の影響で共
同研究の進展に若干の支障が出ている。 
 とはいえ、最初に記載したように、共同研
究自体の実質的進展と着実な研究成果の発
表があるという点でおおむね「順調」である
と評価できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
第一に、当初予定の「政治理論叢書を刊

行・完結」の進展を図ることが第一の課題で
ある。この点では、年度の早い時期に執筆予
定者に、この点での執筆計画を再確認するこ
とが必要であり、実際にすでにこの作業に着
手しつつある。 
第二に、国際シンポジウムの開催という点

においては、最終年度後半を予定していたが、
現時点において、すでに東北大震災の影響が
あり今後の研究交流において障害があるこ
とが予想されており、この点についての準備
が必要となっている。 
第三に、「批評・反論を含めた対論形式を

含む著作」の刊行については、最終年度報告
書をそのような形式で刊行することを目指
しており、さらに今年度に出版助成を得るこ
とができれば、その内容を出版する計画を立
てている。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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